
モデル事業名
市民協働型地場産業活性化事業「新たな公＋マーケティング」による
地域資源を活用した活性化活動モデル

対象地域 愛知県蒲郡市三谷町

今年度の主な取組

①事業の大枠の検討
　様々な主体（地元代表者、漁業協同組合、観光協会、市議会議員、市
役所等）で構成する実行委員会を設立し、地元への説明・合意形成、協
力要請等を行い、事業の円滑化を図る。
　専門機関及び類似事業を行っているNPOと合同ワークショップを開催
し、現状把握や事業の行動計画等を行う。
②技術指導と雇用者の発掘
　漁業協同組合や水産加工業者の協力を得て、干物の製造・調理方
法、衛生関係の指導を実施。
③干物のマーケティング
　干物に関するマーケティング調査を実施し、干物という商品に関する情
報を把握し、新たな販路を開拓する。
④干物屋本格稼働
　地域との協働による干物屋を開店し、地域の活性化や地域コミュニティ
の創生を図る。

　本事業の舞台となる蒲郡市三谷町は「三谷温泉」や指定無形民族文
化財である「三谷祭」といった観光資源に恵まれ、古くから三谷漁港を中
心に漁業や水産加工業が盛んであり、観光地・漁業町として栄えてき
た。
　しかし、漁業や水産加工業従事者の高齢化に伴い、昔のようなにぎわ
いは影を潜め、観光客も漁港から足が遠のいている状況である。
　また、本当の意味での「まちづくり」や「地域の活性化」とは、単に地場
産業を活性化し観光客を誘客することではなく、高齢者や若者、障がい
を持つ方、退職者や現役世代など、様々な地域の方々が担い手となっ
てまちづくりをしていくことである。
　そこで、地場産業の活性化という地域ニーズと障がいを持つ方や退職
者など様々な方の就労の場やまちづくりの場の提供をマッチングし、地
場産業である干物製造をツールとして地域の活性化及び新たな地域コ
ミュニティの創生を行っていくものである。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



活動結果

　本事業は比較的若い方が参加しており、地場産業である水産加工業
の新たな担い手の育成や伝統の継承に繋がっており、地域が抱える課
題への一つの課題解決モデルとなった。
　また、団塊退職者を雇用したことにより、地域の雇用の受け皿や生き
甲斐づくりの場として機能した。
　一方、地場産業でありながら衰退している干物についてマーケティング
調査を実施し、専門機関による専門的な知識を活用したことにより、大
阪で２店舗（飲食店）、地元企業で１店舗（スーパー）の新たな販路を開
拓することができ、地場産業の活性化という観点では順調に効果がでて
きている。

当初予想していな
かった効果

　干物原材料（魚）の仕入れ先となる漁港は二隻しか操業しておらず、そ
のうち一隻を操業されている方は高齢等の理由により廃業を考えていた
が、当該事業により仕事が増えたことや当該事業を実施しているうちに
信頼関係が生まれ、廃業せず今後も操業していくこととなった。
　また、干物屋の開店が早まったことにより、開店までに十分な商品を確
保できなくなったため、地域の干物屋から商品を仕入れることとなった。
本来であれば競合相手であるため協力関係が築けない可能性もある
が、商品を確保したい当該事業の干物屋と販路に乏しい地域の干物屋
のニーズが合い、現在でも続いている良好な協力関係が構築された。

実施状況（写真）

　　　干物製造方法の指導状況　　　　　   干物屋開店時の様子
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